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Ⅰ．はじめに

　世界では年間 5 . 2 万㎢の森林が消失しており，東南アジア諸
国においても森林減少は深刻な問題である。カンボジアの森林率
は 2000 年時点で，57 ％と，周辺のタイ，マレーシア，ベトナム
などに比べて高い値を維持していた（FAO, 2010）。しかし，貴
重な熱帯モンスーン常緑林が多く分布するカンボジアの中央部に
おいても，近年は人口増加に伴う開発により森林が急激に減少し
ていることが明らかになっている（Kurashima et al., 2015）。一
方で，東南アジア地域では気候変動に由来する豪雨が頻発してお
り，タイでは 2011 年の洪水が大きな問題となった。森林伐採に
よる土砂流出量の増加は，豪雨の際に下流の河川の河床上昇や洪
水氾濫のリスク増加を引き起こす可能性が非常に高い。斜面での
土砂生産は，降雨強度などの気象条件と土壌，土地利用，地形改
変などの立地環境条件により規定される。また，流域スケールで
の土砂の移動プロセスを理解するためには，土砂の生産および輸
送に深く関係する洪水流出の発生プロセスを明らかにする必要が
ある。
　タイ王立水文研究所（Rabin and Dushamanta, 2004）では，
米国で開発された分布型の土砂移動モデルをタイ国内のダム開発
を行った森林流域に試験的に適用した経緯がある。このような分
布型の土砂移動モデルは，土地利用変化に対する流域からの土砂
流出量の将来予測に活用することが期待されているものであるが，
観測データに基づく十分な精度評価が行われていないために，土

砂生産予測の現場では，未だ活用されていない。
　そこで，東南アジアで比較的豊かに森林が残っているカンボジ
アの熱帯モンスーン常緑林流域を対象に，土地利用の違いが水と
土砂の移動特性に及ぼす影響を解明することを目的として，昨年
度から 5年間の計画で観測研究を開始した。本年度は，森林率の
大きく異なる 2つの対象流域を踏査し，堆積土砂量の測定のため
に好適な場所を選定し，流出土砂を捕捉するための簡易堰を設定
した。また，現地の森林斜面での土砂移動の実態を把握するため
に，侵食ピンプロットを作成し観測を開始した。本発表ではこれ
らの試験地の研究計画の概要を説明するとともに，現在の設定状
況を報告する。

Ⅱ．調査地および方法

　図－1にカンボジア国内の試験地の位置図を示した。当研究グ
ループでは常緑林流域試験地（コンポントム州）において継続的
に水文観測を実施している（壁谷ほか，2014）。本研究では，土
砂移動を把握するために侵食ピンプロットおよび堆積土砂測定用
簡易堰を設置した（図－1）。侵食ピンプロットは森林斜面からの
土砂移動の実態を把握するために，斜面傾斜の異なる 2つの地点
（プロットNo 1 と No 2）に侵食ピンプロットを設置した。また，
流域スケールの土砂流出量を把握するために，森林開発の程度の
異なる 2つの森林流域に堆積土砂測定用簡易堰を設置した。さら
に，プノンペンにあるカンボジア森林局森林野生生物研究所敷地
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内に人工の実験斜面を設計し，侵食斜面プロットの作成に着手し
た。

Ⅲ．各試験プロットの研究計画の概要と設定状況

1．侵食ピンプロット
　図－2に侵食ピンプロットの設定状況を示した。試験地は，傾
斜の異なる 2つの森林斜面に設定した。プロットNo 1 の平均傾
斜は 10 度，プロットNo 2 の平均傾斜は 30 度であった。斜面方
位は，ともに北である。林冠被覆状況は，プロットNo 1 の方が
プロットNo 2 よりもややうっぺいした状態にあった。侵食ピン
のプロットのサイズは，2 m×5 mとし，0. 5 m 間隔の交点に侵
食ピンを設置した。各侵食ピンは，全長 30 cm の侵食ピン（型
式TPP- 30，トラスコ社製）を，初期値として深さ 15 cmまで鉛
直に挿入した。2016 年 7 月に周辺地形測量と各侵食ピンの初期
設置高を測定した。今後は定期的に各ピンの高さを計測し，各ピ
ンにおける土砂の侵食量と堆積量を測定する予定である。

2．堆積土砂測定用簡易堰
　図－3に堆積土砂測定用簡易堰の設置状況を示した。流域内の
森林開発が進んだ流域としてオーテックロー流域，流域内の森林
が保全されて森林が残っている流域としてオートムⅠ号源頭部流
域の 2流域を対象とした。オーテックロー流域とオートムⅠ号源
頭部流域の流域面積は，それぞれ 400 ha と 4 ha である。また，
オーテックロー流域の河道幅は 1. 2 m，オートムⅠ号源頭部流域
の河道幅は 0. 5 m であった。河川により流送される土砂をせき
止めるために，木板，石を用いて高さ 50 cmの簡易堰を作成した。
簡易堰には，土砂の堆積を促しつつ，水を下流に排水するように
透水性シートを設置した。2016 年 7 月に地形的に土砂の堆積が
予想される堰上流側の 20 m程度までの詳細な地形測量を実施し
た。今後は，定期的に地形測量を実施し，堆積土砂量を測定する
予定である。

3．侵食斜面プロット
　図－4に侵食斜面プロットの研究計画を示した。土地利用ごと

の土砂生産量ポテンシャルを把握するために，プノンペンのカン
ボジア森林局森林野生生物研究所において侵食斜面プロットを作
成中である（図－1）。このプロットは斜面長 2 m，幅 1 m，傾斜
角 15 度とする。この中に現地で採取した森林土壌を配置し，裸
地やA 0層被覆，植栽樹種（常緑樹もしくは落葉樹）など異な
る被覆条件を設定する。これにより自然降雨に対する斜面下端で
の水と土砂の流出量を計測する予定である。

Ⅳ．結論

　以上のように，斜面スケールから流域スケールのマルチスケー
ルなエリアを対象として水と土砂の移動の実態把握に必要な観測
体制が概ね整った。
　これらの観測結果を元に，流域スケールでの水・土砂流出プロ
セスの解明を実施する。また，土地利用ごとおよび流域スケール
の観測データに基づいた解析を活用して分布型の水・土砂流出総
合モデルを構築し，森林伐採が水・土砂の流出量に与える影響を
評価する予定である。
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図－1．カンボジア国のプノンペンおよびコンポントム州常緑林流域試験地内に新設した土砂移動観測施設の位置図

図－2．侵食ピンプロットの概要
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図－3．堆積土砂量観測簡易堰の概要

図－4．侵食斜面プロットの設置計画（断面図）


